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雨水貯留対策の効果算定を行っています ！
雨水貯留対策（例） … 雨水タンク、 田んぼダム、 ため池、 校庭・公園

算定方法

（１）どのような雨が降ることを想定しているのか

（２）どのような雨水貯留対策を想定しているのか

雨水タンク（貯留量０．１万m3増）

【中間報告】

イメージ

田んぼダム（貯留量89.3万m3増）

通常の満水位

改良した堰板

10cm

田んぼダムの満水位

ため池（貯留量９.４万m3増）

通常の水位

50cm
洪水前の水位

予め、水位を50cm下げておく（水を抜く）

校庭・公園（貯留量3.2万m3増）

30cm

●タンク1個あたり0.1m3（１00リットル） × 家屋13,300戸

流域内の全ての田んぼにおいて、これまでより
一律１０ｃｍ雨水を多く貯める

●田んぼ8,930,000m2 × 0.1m

流域内の全てのため池において、これまでより
一律5０ｃｍ雨水を多く貯める

●ため池の湛水面積188,659m2 × 0.5m

流域内の全ての学校(小・中・高)及び公園に
おいて、一律30cm雨水を貯める）

●校庭・公園の面積98,350m2 × 0.3m

25mプール
約２杯分

25mプール
約1,650杯分

25mプール
約1７３杯分

25mプール
約60杯分

事象 降雨量（袋河原観測所）

平成３０年７月豪雨 ２４時間の総雨量196mm 、 ピーク時の時間雨量29mm

令和３年７月豪雨 ２４時間の総雨量221mm 、 ピーク時の時間雨量34mm

【参考】

ピーク時 66mm/h

総雨量
176mm

２４時間

雨の強さ（mm/h）

時間

大路川流域に一律で、

２４時間の総雨量176mm・ピーク時の時間雨量66mm

の雨が降ることを想定しています。
※ピーク時の時間雨量が

概ね５０年に一度の確率
規模に相当※ピークが強い

mailto:kasen@pref.tottori.lg.jp


算定結果

今回、簡素化した計算方法により、流域全体での対策効果をおおよそイメー
ジしていただけるものを取り急ぎ作成しました。このため、今回の結果は、「こう
いう雨の場合にこういう対策をしたらこういう結果になる」という一例として捉え
ていただきたいと思います。

今後は、皆様のご意見を丁寧にお聴きしながら、別の雨の想定であったり別
の対策の組合せについて効果算定をする予定です。

※雨水貯留対策により、各地点（青丸印）に集まってくる水の量をどれだけ
減らすことができるのかを示しています。

清水川
４割程度の削減
が期待される。

山白川
２割程度の削減
が期待される。

中大路水路
４割程度の削減
が期待される。

前ノ川
６割程度の削減
が期待される。

米里水路
７割程度の削減
が期待される。

大路川
１割程度の削減
が期待される。

砂田川
１割程度の削減
が期待される。

洗井川
４割程度の削減
が期待される。

中代川
５割程度の削減
が期待される。

大路川
１割程度の削減
が期待される。

雨

※雨水貯留対策は、河川への流入量を減らすもの
（氾濫した水を貯めるものではない）

河川
河川に入る

【現状】

雨

河川

対策による
雨水貯留

【対策有】

河川に入る（削減）


